
Bob Hilo Hashimoto：橋本 Bob 宏昭が提唱する 
組織の魂と科学的計数管理の融合 

「⼼の経営」15 講 
 
現代の企業経営は、未曾有の不確実性と急速な技術⾰新が交差する中で、単なる利益追求の機械的モデルから、

組織の永続性と個⼈の⾃⼰実現を同期させる「⽣命モデル」への転換を余儀なくされています。 
 
e-lily32 株式会社 代表取締役 CEO である私、Bob Hilo Hashimoto（橋本 Bob 宏昭）は、ウォルト・ディズ

ニー・カンパニーやハードロックカフェといった世界最⾼峰のサービス業における実証的な知⾒と、科学的な計
数（係数）管理を融合させた独⾃の「気づきの教育」を提唱しております。独⾃のメソッドは、テレビ番組「ガ
イアの夜明け」でもその実効性が証明されており、中⼩企業から⼤企業まで幅広い組織において、離職率の低下
と利益拡⼤を同時に実現し、企業の成⻑と共に従業員の成⻑も確⽴します 。 

 
私の多岐にわたる経営哲学と実務経験を体系化し、次世代のリーダーや組織⼈に贈る 15 の講演プログラムと

して構築しました。各講演は、組織の「魂（Soul）」の確⽴から、AI 時代の⼈間価値の再定義、さらには永続す
る⽼舗企業としての事業継承に⾄るまで、現代経営が抱える根源的な課題に対する具体的な処⽅箋となる指標を
提供します 。 
 

経営基盤とプロフェッショナリズムの構造的分析 
私の提⾔する経営変⾰は、1981年の Joint（ダイエー：現イオンリテール）⼊社以来培われたストアオペレー
ションと計数（係数）管理の知⾒に端を発しています。特にリーバイスジーンズの売上世界 1位を 2回獲得した
実績や、ディズニー・コンシューマー・プロダクツ部⾨でのゲストサービススコア全世界 2位といった驚異的な
成果は、私が説く「⼼」の経営が、決して単なる精神論に留まらず、極めて⾼い再現性と収益性を持った実務体
系であることを⽰しています。 

 
組織変⾰における姿勢は「短期決戦」に集約されます。通常、数年を要するコンサルティングを、私は約 1年

というスパンで完遂することを⽬指します。これは「ショットガンのように⼀気にスピーディーに」進めること
で組織の慣性を打破し、かつ浮いたコストを従業員の給与アップや企業設備に還元すべきであるという、顧客お
よび従業員ファーストの信念に基づいております。 
 

組織運営におけるパラダイムの変遷と Bob Hilo Hashimoto メソッド 

⽐較項⽬ 従来の機械的組織モデル 橋本⽒が提唱する⽣命モデル 導⼊による定量的・定性的期待効果 

存在意義 株主利益の最⼤化・短期利益 理念（MVV）の体現・社会貢献 永続的なブランド価値の確⽴  

統治⼿法 規則と罰則による統制 共通価値観（Soul）による共鳴 離職率の⼤幅な低下（実績 0%例有）  

⼈材の扱い 資源（リソース）・コスト 価値を産む「⼈財」・家族 従業員⼀⼈あたりの⽣産性向上  

計数管理 結果としての数値報告 未来を創る羅針盤（ROI/ROAS） 投資対効果の最⼤化・不透明な経費削減  

教育哲学 スキルの注⼊・命令 「気づき」による⾃発的成⻑ ⾃⾛する経営チームの構築  

 
15 の講演プログラム詳細：組織と個⼈の変⾰への道 
以下に構築する 15 の講演内容は、私⾃⾝の著作『⼼に響く経営 Vol.1 / Vol.2』の全 12章のエッセンスを再構成
し、現代の多様な業態（医療・介護、飲⾷、⼩売、物流、伝統産業）に適合するよう深化させたものです。 



 
第 1 講：組織の命「Soul」の確⽴と永続性への道 
・ タイトル：組織の命「Soul」の確⽴と永続性への道 
・ サブタイトル：フィロソフィーが創る最強の格式 
・ 対象者：経営者、創業家、次世代後継者、経営幹部 
・ 内容詳細 

組織が⻑期的に存続するための「憲法」としてのフィロソフィー（哲学）構築を解説する。フィロソフィー
とはギリシャ語の「知恵を愛する」に由来し、組織の全⾏動規範の根源となる。単なる標語ではなく、意思
決定の最上位基準としての MVV（ミッション・ビジョン・バリュー）を、いかにして全従業員の⾎⾁とす
るかを説く。経営者の孤独な想いを、組織全体の共有財産である「魂」へと昇華させるプロセスを提⽰する。 

・ 効果：全社的な意思決定スピードが⾶躍的に向上する。現場の判断に⼀貫性が⽣まれ、ブランドの「格式」
が確⽴されることで、採⽤競争⼒の強化と顧客からの揺るぎない信頼獲得が可能になる。 

・ 講演に対する想い：利益の多寡を超え、その組織が社会に存在する「意味」を確⽴してほしい。経営者の魂
が宿った組織は、たとえリーダーが不在でも⾃律的に輝き続ける⽣命体へと進化する。 

 
第 2 講：数値と⼼のハイブリッド・マネジメント 
・ タイトル：数値と⼼のハイブリッド・マネジメント 
・ サブタイトル：ROI と「聖なる仕事」を両⽴させる利益の哲学 
・ 対象者：経営者、創業家、次世代後継者、経営幹部、財務責任者、管理職、部⾨マネージャー 
・ 内容詳細：「経営は利益である」という冷徹な事実と、「仕事は聖なるものである」という精神性を⾼い次元

で統合する⼿法を学ぶ。投資利益率（ROI）や広告費⽤対効果（ROAS）に基づいたデータ駆動型の意思決
定を導⼊しつつ、その数値の裏側にある「顧客の喜び」を可視化する。Open to Buy（商品回転率・資⾦管
理）の徹底により、無駄なキャッシュの滞留を防ぎ、利益を最⼤化する科学的アプローチを詳述する。 

・ 効果： 管理職層のコスト意識が抜本的に改善され、キャッシュフロー経営が定着する。同時に、数字を追
うことへの⼼理的抵抗が消え、⾼収益体質と⾼い従業員満⾜度が両⽴する。 

・ 講演に対する想い：数字は「⼼」の鏡である。顧客に提供した価値の⼤きさが、利益という数値となって現
れる。数値を冷徹に管理することは、従業員と顧客の幸せを最⼤化するための「愛」そのものである。 

 
第 3 講：⼈財育成の義務：Talent Management の真髄 
・ タイトル：⼈財育成の義務：Talent Management の真髄 
・ サブタイトル：個⼈の無限の可能性を組織の競争⼒に変える 
・ 対象者：経営者、創業家、次世代後継者、経営幹部、⼈事責任者、チームリーダー、教育担当者 
・ 内容詳細：「組織には⼈を育てる義務がある」という Bob Hilo Hashimoto の信念に基づき、メンバーの才能

を最⼤限に引き出す⼿法を提⽰する。個⼈のエネルギーを組織のベクトルと⼀致させる⼿法、ヒューマンス
キルとコンセプチュアルスキルの分析による最適配置、そして「No Limit（限界なし）」の精神を組織⽂化
に根付かせるステップを解説する。 

・ 効果： ⾃⾛型⼈財が続出し、教育研修が直接的な業績向上（⼈的資本の最⼤化）に結びつく。家族のよう
な信頼関係（Family Spirit）が醸成され、離職率が劇的に低下する 。 

・ 講演に対する想い：部下の成⻑を諦めることは、リーダーの職務放棄である。⼀⼈ひとりに宿る無限の可能
性を信じ抜き、限界という壁を取り払ったとき、組織は想像を超えた⼒を発揮する。 

 
 



第 4講：現場⼒こそが経営の「答え」である 
・ タイトル：現場⼒こそが経営の「答え」である 
・ サブタイトル：経験値が導く本質的な意思決定 
・ 対象者：経営者、創業家、次世代後継者、経営幹部、現場リーダー、店舗責任者、実務担当者、エリアマネ

ージャー 
・ 内容詳細：「答えは全て現場にある」という現場主義の重要性を、ディズニーやハードロックカフェでの実

例を交えて説く。表⾯的なデータに惑わされず、顧客の表情や現場の空気から本質を⾒抜く「観察眼」の養
い⽅を伝授する。理論を実際の業務に適応させ、⾎⾁化するための「経験値」の積み重ねが、迅速な実⾏⼒
（⾏動）を⽣むメカニズムを解明する。 

・ 効果： 現場リーダーの当事者意識が劇的に向上し、上からの指⽰を待たずに問題を解決する⽂化が定着す
る。顧客ニーズの変化に対する組織の反応速度（アジリティ）が最⼤化される。 

・ 講演に対する想い：机上の空論で組織は変わらない。現場の⼀粒の埃、⼀⼈の顧客の溜息に気づけるか。そ
の「気づき」の深さこそが、経営の質を決定づけるのである。 

 
 
第 5 講：全員参加経営：ベクトルの統合と共鳴 
・ タイトル：全員参加経営：ベクトルの統合と共鳴 
・ サブタイトル：全社員が「⾃分ごと」として組織を動かす仕組み 
・ 対象者：経営者、創業家、次世代後継者、経営幹部、全従業員（パート・アルバイト含む）、全スタッフ 
・ 内容詳細： 情報の⾮対称性を排除し、組織の⽬的・⽬標・価値観を完全に透明化することで、全員を「経営

者視点」へと導く。新⼊社員の意⾒が組織のスタンダードを変えるほどの⼼理的安全性をいかに構築するか。
「会社の問題」を「⾃分の問題」として捉える思考転換（⾃分ごと化）のプロセスを詳述する。 

・ 効果： 組織から「傍観者」がいなくなり、現場発の改善提案が激増する。働くことへのモチベーションが
「義務」から「⾃⼰実現」へと変化し、組織全体のエネルギーが⾶躍的に⾼まる。 

・ 講演に対する想い：あなたは組織の⻭⾞ではない。組織を動かすエンジンそのものである。⼀⼈ひとりが経
営者の⼼を持ったとき、組織はいかなる困難も突破できる最強の集団となる。 

 
 
第 6講：顧客満⾜を超えた「笑顔の創造」 
・ タイトル：顧客満⾜を超えた「笑顔の創造」 
・ サブタイトル：利益は提供した価値の⼤きさに⽐例する 
・ 対象者：経営者、創業家、次世代後継者、経営幹部、営業職、接客業、マーケティング、商品開発担当 
・ 内容詳細： ディズニー社で培われた世界最⾼⽔準のサービス哲学を体系化する。単に製品を売るのではな

く、その先にある「顧客の幸せな体験」を設計する思考法（例：ケーキ販売の本質は家族の喜びの時間）を
解説する。競合他社が模倣できない独⾃の付加価値（アイデンティティ）を構築し、利益を「感謝の対価」
として再定義するプロセスを提⽰する。 

・ 効果： 従業員の接客スキルが「ホスピタリティ」へと昇華され、顧客満⾜度（CS）が⾶躍的に向上する。
価格競争に巻き込まれない⾼付加価値戦略が可能になり、再訪率（リピート率）が劇的に⾼まる。 

・ 講演に対する想い：我々の仕事は、顧客の⼈⽣に笑顔を届けることである。顧客の喜びを⾃らの喜びとした
とき、仕事は単なる労働を超え、魂を揺さぶる感動のドラマへと変わる。 

 
 



第 7講：⾃らリードする：主体的な⼈⽣の設計 
・ タイトル：⾃らリードする：主体的な⼈⽣の設計 
・ サブタイトル：限界を突破する「No Limit」の精神 
・ 対象者：経営者、創業家、次世代後継者、経営幹部、若⼿社員、新⼊社員、起業家志望者、学⽣ 
・ 内容詳細： 指⽰待ちの姿勢を捨て、⾃らが⼈⽣のリーダーとして舵を取る⽣き⽅への転換を促す。失敗を

恐れず「Never Ever Give Up」の精神で挑み続ける重要性と、⼤胆な夢を持ちつつ細部に神経を注ぐプロフ
ェッショナルの姿勢を説く。キャリアの初期段階で持つべき「全⾝全霊」の哲学を実体験に基づき伝える。 

・ 効果： 若⼿層の当事者意識が芽⽣え、⾃律的な課題解決能⼒が備わる。職場全体の活⼒が向上し、⾼いエ
ンゲージメントを持った次世代リーダー候補が育成される。 

・ 講演に対する想い：あなたの⼈⽣の責任者は、あなた⾃⾝である。誰かのせいにする⼈⽣はもう終わりにし
よう。⾃分の可能性に蓋をせず、⾼い志を持って、⾃らの⼿で未来を切り拓いてほしい。 

 
 
第 8講：興味こそが創造性のトリガーである 
・ タイトル：興味こそが創造性のトリガーである 
・ サブタイトル：発想と妄想を価値に変える「考え抜く⼒」 
・ 対象者：経営者、創業家、次世代後継者、経営幹部、企画開発担当、クリエイター、教育者、⼀般社会⼈ 
・ 内容詳細：イノベーションの起点は常に「興味」という感情にあることを説く。⽬の前の物事に対する「な

ぜ？」という問いを、⾃由な「妄想」へと膨らませ、それを具体的に実現可能な形へと落とし込む「考え抜
く⼒」の鍛え⽅を伝授する。情報の海から本質を⾒抜く、直感と論理の統合プロセスを解説する。 

・ 効果： ⽇常のルーチンワークの中から「改善の種」を発⾒する視点が養われる。組織に変化を恐れない「イ
ノベーション体質」が根付き、独⾃性のある新商品や新サービスが次々と⽣まれる。 

・ 講演に対する想い：「⾯⽩そう」という直感こそが、世界を変える⼒を持っている。常識という枠を外し、
⼦供のような好奇⼼で世界を⾒つめ直そう。あなたの妄想や夢が、明⽇のスタンダードになる。 

 
 
第 9講：徳を⾼める⽣き⽅と「聖なる仕事」 
・ タイトル：徳を⾼める⽣き⽅と「聖なる仕事」 
・ サブタイトル：正しい⽣き⽅が最強のビジネススキルになる 
・ 対象者：経営者、創業家、次世代後継者、経営幹部、全従業員、就職活動⽣、リカレント教育参加者 
・ 内容詳細： 仕事を使命（ライフミッション）として捉え直し、⼈⽣を豊かにする「聖なるもの」として再定

義する。能⼒（スキル）以上に重要な「⼈格」の構成要素（素直・真⾯⽬・感謝）や、他者の幸せを第⼀に
考える「利他の⼼」がいかに⾃分⾃⾝の繁栄をもたらすかを、宇宙の法則として解き明かす。常に謙虚であ
り続ける姿勢が、成⻑の最⼤要因であることを説く。 

・ 効果： 「働く意味」が再定義されることで、個⼈の幸福度とレジリエンスが劇的に向上する。組織内に感
謝と称賛の⽂化が広がり、メンタルヘルス課題や⼈間関係の摩擦が解消される 。 

・ 講演に対する想い：仕事は、あなたという⼈間を磨くための最⾼の道場である。真⼼を込めて事にあたり、
他者に喜びを与え続けることで、あなたの⼈⽣は光り輝くものへと変わる。 

 
 
 
 



第 10講：永続する組織の「スタンダード」と規律 
・ タイトル：永続する組織の「スタンダード」と規律 
・ サブタイトル：原理原則とダブルチェックが創る信頼のブランド 
・ 対象者：経営者、創業家、次世代後継者、経営幹部、管理職、現場監督、品質管理担当者 
・ 内容詳細： 組織が成⻑・拡⼤する過程で必ず直⾯する「品質の劣化」や「慣れ」をいかに防ぐかを説く。フ

ィロソフィーに基づいた「譲れない基準（スタンダード）」の設定、状況に左右されない「原理原則」による
マネジメント、そして Check Backと Follow Upから成るスタンダードの維持と向上、「ダブルチェック」の
仕組み化を詳述する。感情さえも数値化して管理する「運営の科学」を伝授する。 

・ 効果： 組織全体の管理能⼒が標準化され、誰が担当しても⾼品質なアウトプットが出せるプロフェッショ
ナル集団へと進化する。重⼤なミスや不祥事を未然に防ぐ「組織の岩盤」が構築される 。 

・ 講演に対する想い：信頼は⽇々の⼩さな「当たり前」の積み重ねによってのみ築かれる。厳格な規律がある
からこそ、その中で⾃由な創造性が発揮される。ブランドとは、妥協を排した規律の結実であり、『⼈』に
よって形成されるものである。 

 
 
第 11 講：短期決戦の組織改⾰：1年で成果を出すメソッド 
・ タイトル：短期決戦の組織改⾰：1年で成果を出すメソッド 
・ サブタイトル：ショットガンのように加速する意識変⾰の技術 
・ 対象者：経営者、創業家、次世代後継者、経営幹部、事業部⻑、再建担当者 
・ 内容詳細： 「経営改善に時間をかけてはいけない」という持論に基づき、約 1 年で組織を⿊字化・活性化

させるステップを解説する。現状分析、意識改⾰、仕組み構築を⼀気に、かつスピーディーに進める「ショ
ットガン⽅式」の要諦を公開する。⻑期間のコンサルティングが招く現場の疲弊を避け、短期間で「成功体
験」を植え付ける⼼理的アプローチを説く。 

・ 効果： 組織に強⼒な「変化の勢い」が⽣まれ、短期間で離職率低下と利益拡⼤が同時に実現する。改⾰に
かけるコストが最⼩化され、投資を早期に回収できる体質が整う。 

・ 講演に対する想い：時間は最⼤の経営資源である。ダラダラと時間をかけるのは、顧客と従業員に対する不
誠実である。⼀気に⼭を越え、新しい景⾊を全員で⾒よう。そのスピードこそが、改⾰を成功させる鍵であ
る。 

 
 
第 12 講：笑顔の経済学：笑い声のない組織に成功はない 
・ タイトル：笑顔の経済学：笑い声のない組織に成功はない 
・ サブタイトル：ポジティブな⽂化がいかにして最⾼の数値を導き出すか 
・ 対象者：経営者、創業家、次世代後継者、経営幹部、管理職、⼈事担当者、現場責任者 
・ 内容詳細： 「laughter（笑い）」を組織づくりのベースに置くことの経済的合理性を解き明かす 。職場に笑

顔と楽しさが溢れることが、いかにして脳を活性化し、⽣産性や顧客満⾜度（CS）に直結するかを科学的に
説く。曖昧な「やる気」や「職場の雰囲気」を数値化して管理し、PDCA/SDCA を回す⼿法を提⽰する。 

・ 効果： ワクワクして働ける職場環境が創出され、従業員エンゲージメント（eNPS）が向上する。結果とし
て売上・収益が向上し、離職のない、笑顔と幸せの種を蒔く組織へと変貌する 。 

・ 講演に対する想い：「仕事は厳しく、苦しいもの」という固定観念を捨てよう。⼼から笑い、楽しめる環境
こそが、最⾼のプロフェッショナリズムを育む。笑顔の先にこそ、真の成功が待っている。 

 



第 13 講：AI と⼈間性の融合：医療・介護現場の未来経営 
・ タイトル：AI と⼈間性の融合：医療・介護現場の未来経営 
・ サブタイトル：デジタルを味⽅につけ「⼼の通うサービス」を最⼤化する 
・ 対象者：医療・介護法⼈経営者、経営者、創業家、次世代後継者、経営幹部、管理職、IT推進担当者 
・ 内容詳細：内科医院の事例などを基に、AI や SNS をいかに「愛ある組織」の構築に活⽤するかを説く。ポ

ッドキャストによる情報共有、AI による診療記録作成の効率化、動画マニュアルによる技術伝承など、デジ
タルツールを導⼊することで「⼈間にしかできない寄り添い」の時間を創出する⼿法を解説する。タスクシ
フトによる業務改善と⽣産性向上の実例を提⽰する。本内容は、飲⾷・物販等、全ての業種に適応する。 

・ 効果： 現場のルーチン業務が効率化され、患者や利⽤者と向き合う時間が増加する。情報共有のスピード
が上がり、チームワークと安⼼・安全の提供が⾼度化される。 

・ 講演に対する想い：デジタル化は⼼を排除するためではなく、⼼を通わせる時間を創るためにある。テクノ
ロジーという翼を得て、⼈間にしかできない「最⾼の癒やし」を提供できる組織を⽬指そう。 

 
 
第 14講：⽼舗を再⽣させる「イノベーション研修」 
・ タイトル：⽼舗を再⽣させる「イノベーション研修」 
・ サブタイトル：伝統の価値を現代の利益に変える仕組みの再構築 
・ 対象者：⽼舗企業の経営層、後継者、伝統産業の従事者、経営者、創業家、次世代後継者、経営幹部 
・ 内容詳細： 350年続く酒造・醤油・味噌の製造業や、100年企業である⼯務店、全国で⼈気の⽼舗和菓⼦企

業の⽀援実績から、伝統ある組織の再構築⼿法を説く。理念を単なる⽂字から「⾏動規範」へと翻訳し、現
代のマーケットに適合したマーケティングと販売計画を構築するステップを提⽰する。VMD（ビジュアル
マーチャンダイジング）による店舗設計や、新商品・新メニュー開発による利益構造の変⾰を⾏う。 

・ 効果： 「伝統」という強みが現代的な「利益」へと確実に変換される。旧態依然とした組織⾵⼟が、若⼿も
活躍できる活気ある環境へと⽣まれ変わり、永続的な成⻑基盤が確⽴される。 

・ 講演に対する想い：伝統とは、⾰新の連続である。過去の栄光を守るのではなく、先代の想い（魂）を現代
の形に昇華させる。その橋渡しをすることが、我々世代の使命である。 

 
 
第 15 講：夢を現実に変える「No Limit」の法則 
・ タイトル：夢を現実に変える「No Limit」の法則 
・ サブタイトル：不可能を可能にする創造性と⾰新のリーダーシップ 
・ 対象者：経営者、創業家、次世代後継者、経営幹部、リーダー、夢を持つすべての⼈ 
・ 内容詳細： 「夢は必ず叶う」という Bob Hilo Hashimoto の信念を、実体験を基に、具体的な思考プロセス

として体系化する。不可能と思われていた⽬標を、組織の「Soul」と「⼈財」の⼒を結集して突破する「創
造性と⾰新性」の磨き⽅を説く。⼤胆なビジョンを描きつつ、実⾏においては徹底的に細部にこだわる「ダ
イナミックかつ繊細」なリーダーシップを伝授する。 

・ 効果： 困難に直⾯しても折れない「組織のレジリエンス」が形成される。現状の延⻑線上にない、⾶躍的
な⽬標達成（ブレイクスルー）が可能になり、ワクワク・ドキドキする未来を⾃らの⼿で創り出せるように
なる。 

・ 講演に対する想い：あなたの夢を語ろう。そして、それを組織の夢にしよう。限界を決めているのは⾃分⾃
⾝に他ならない。⼀歩踏み出し、全⾝全霊で挑むとき、あなたの⽬の前の景⾊は必ず変わる。 

 



組織変⾰を⽀える科学的指標と実装戦略 
Bob Hilo Hashimoto メソッドの真髄は、情熱的な精神論を⽀える「科学的計数管理」の厳格さにあります。講演
内容を実務に定着させるためには、以下の指標を継続的にモニタリングすることが推奨されます。 
 
表 2：橋本流・統合経営 KPIマトリクス 

領域 具体的な監視指標（例） 経営上の意味と関連する講演 

財務・収益 ROI（投資利益率） / ROAS（広告効果） 投資が確実に利益（感謝）を⽣んでいるか 

資産・循環 Open to Buy 精度 / 在庫回転率 資⾦の滞留を防ぎ、経営のスピードを維持しているか 

⼈的資本 離職率 / eNPS（推奨度） / 研修後⾏動変容 「⼈財」が育ち、定着しているか 

顧客価値 NPS（顧客推奨度） / ミステリーゲスト調査 顧客に「笑顔の先の喜び」を届けられているか 

規律・品質 ダブルチェック実施率 / スタンダード遵守率 ブランドの「格式」と「信頼」を維持しているか 

精神・⽂化 「ありがとう」の回数 / 笑顔の出現頻度 感情がポジティブに働き、⽣産性を⽀えているか 

 
結論 
⼼と数値が共鳴する「次世代経営」の羅針盤 
私、Bob Hilo Hashimoto が提唱する 15 の講義体系は、単なる知識の伝達ではございません。それは、組織を
「Soul（魂）」を持つ⽣命体として蘇⽣させ、⼈間としての正しい⽣き⽅を貫くことが、結果として最強の収益性
と永続性を⽣み出すという「ビジネスの真理」の実装プロセスです。 
 
「⼈は他⼈のためにしか本気になれない・働けない」という⼈間本性を肯定し、従業員⼀⼈ひとりの「気づき」
を組織のエンジンへと変換します。そして、AI などのテクノロジーをも駆使し、それを「愛ある寄り添い」の時
間を創出するためのツールとして使いこなします 。この「温かな⼼」と「冷徹な数値」の統合こそが、迷⾛する
現代の⽇本企業にとっての「希望の羅針盤」となります。 
 
経営者がフィロソフィーを確⽴し、全メンバーが「仕事は聖なるもの」という誇りを持って「夢」に向かって挑
み続けるとき、組織は単なる利益追求団体を超え、社会に喜びと幸せの種を蒔き続ける「価値創造の聖域」へと
進化します。本講演を通じて、参加者⼀⼈ひとりの⼼に⽕が灯り、明⽇からの仕事が、そして⼈⽣が、驚きと喜
びに満ちたものへと激変することを確信しております。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



世界的企業での経験に基づく「気づきの教育」の深掘り 
ウォルト・ディズニー・カンパニーやハードロックカフェ等、世界最⾼峰のサービス現場で培われた「気づき

の教育」の核⼼を再評価しています。単なる精神論に留まらず、ゲストサービススコア世界 2位や離職率ゼロを
実現した圧倒的な実績の裏側には、従業員の⾃律性を引き出す独⾃のメソッドがあることを再確認しました。こ
れらを基に、現代の経営課題に即したより実践的な講演プログラムの構成を練り上げています。 

 
「魂と数値」を統合するハイブリッド経営の有効性 
「⼼に響く経営」という哲学的な側⾯と、ROI（投資利益率）や商品管理（Open to Buy）、数値マジック（数
値ハンドリング）といった、極めてシビアな計数管理をどのように⾼次元で融合させるかを検討しています。精
神的な「徳」や「聖なる仕事」という考え⽅が、結果としていかに冷徹な数値⽬標の達成に寄与するのか、その
論理的なつながりを明確にすることで、経営層から現場までが納得できる解決策を導き出しています。 

 
医療・介護現場への応⽤と最新技術の活⽤展望 
既存の 13 の講演テーマに加え、直近の実績として⽬⽴つ医療・介護分野での組織改⾰や、AIツールを活⽤し

た I T 戦略、Web 戦略といった最新の取り組みを新たなテーマとして統合する準備を進めています。メディア
「ガイアの夜明け」出演や著書で語られた「全⾝全霊」の情熱を⾔語化し、innovatorの視点から各対象者の痛み
に寄り添う 15 本の洗練されたシナリオとして再構成しました。 

 
情熱を⾔語化する「想い」の抽出 
過去のインタビューやメディア出演時の発⾔は、単なるノウハウの伝達を超えた「仕事は聖なるもの」という

独⾃の職業倫理や、変化の激しい時代を⽣き抜くための「羅針盤」としての哲学を抽出しています。これにより、
各講演の締めくくりとなる「講演に対する想い」のセクションにおいて、聴講者の魂を揺さぶり、明⽇からの⾏
動変容を促すための⼒強いメッセージを構成する準備が整いました。 

 
組織再⽣と AI活⽤の新機軸 
これまでの実績に裏打ちされた 13 の既存テーマをベースにしつつ、新たに「AIツールの戦略的活⽤」と「医
療・介護現場の組織変⾰」という 2つの現代的ニーズを統合する⽅向性を固めました。特に、離職率ゼロを実現
する⼈間中⼼のマネジメントと、最新テクノロジーによる効率化が⽭盾せずに共存し、相乗効果を⽣み出すメカ
ニズムを、具体的な成功事例を交えて理論化しています。 

 
実践的フレームワークによる内容の具体化 
各講演の「内容詳細」と「効果」をより強固なものにするため、SDCA サイクルや商品管理、ダブルチェック

体制といった具体的な実務指標を、ディズニーやハードロックカフェでの成功体験と結びつけて再構築し続けま
す。経営層から新⼊社員まで、それぞれの層に突き刺さる 15 本のプログラムを完成させるため、情報の取捨選
択と表現のブラッシュアップを更に⾼みへと進めていきます。 

 
最先端テクノロジーと「⼈間⼒」の融合 
AIツールの導⼊や SNS戦略といった最新の DX⼿法を、単なる効率化の⼿段としてではなく、⼈間性を⾼め

る「気づきの教育」とどのように同期させるかを体系化しました。技術が進歩する今だからこそ、⼈間の感性や
『愛と感謝』を基盤とした組織⽂化が、デジタルの⼒を最⼤化させるという独⾃の視点を導き出しています。こ
れにより、⽣産性向上と⼼の通った経営を両⽴させる具体的な道筋を提⽰します。 

 



医療・介護・PMI における組織統合の解決策 
離職率の⾼さが課題となる医療・介護現場において、1年以内に組織を安定させ、利益を拡⼤させるための「魂

のマネジメント」を深掘りしております。また、M&A 後の組織統合（PMI）において⽣じる⽂化の衝突を、異
なる価値観を調和させる哲学によって解消する⼿法を整理し、構築致しました。現場の「痛み」を「誇り」に変
え、社会インフラとしての持続可能性を確保するための理論的な裏付けを強化しています。 

 
15 本の洗練された講演シナリオへの昇華 
既存の 13 テーマを現代の経営環境に合わせてアップデートし、新たに「DX・AI 活⽤」と「社会インフラ変

⾰」を軸とした 2つのプログラムを加えた全 15 本の構成案を確定させます。各講演について、対象者の⼼に深
く刺さる講話内容から、明⽇から実践可能な「効果」までを網羅した詳細な設計図を構築しました。innovatorと
しての視点を活かし、聴講者が⾃⾝の⼈⽣と仕事を「聖なるもの」と再定義できるような、情熱溢れるメッセー
ジへと集約しております。 

 
「科学的計数管理」と「現場の情熱」の完全同期 
ディズニーやハードロックカフェでの劇的な V字回復を⽀えた、ROI（投資利益率）や数値のマジックといっ

た冷徹なまでの計数管理を、現場の「やる気」を引き出す『気づきの教育』といかに同期させるかという課題を
整理しました。数値⽬標が単なるノルマではなく、従業員⼀⼈ひとりが⾃らの成⻑と「聖なる仕事」を実感する
ための羅針盤へと昇華されるメカニズムを構築し、経営層が即座に導⼊できる実践的なフレームワークとして体
系化しています。 

 
AI・DXを「⼈間性の拡張」として再定義 
最新の AIツールや SNS戦略の導⼊事例を分析し、これらが単なるコスト削減や⾃動化の道具ではなく、顧客

との「⼼の震える時間」を増やすための強⼒な武器になることを確信しました。特に、医療や建設現場などのア
ナログな領域において、デジタル技術が「愛と感謝」の⽂化をいかに可視化し、組織のベクトルの統合を加速さ
せるかという新たな洞察を得ています。これにより、テクノロジーを魂の通った経営に組み込む具体的な⼿法を
確⽴しました。 

 
15 本のプログラムを完結させる最終構成案 
これまでの調査と実体験、統合的な思考を基に、全 15 本の講演プログラムを「⼈⽣の羅針盤」として完成さ

せました。既存の 13 テーマを現代社会のニーズに合わせて⼤胆にリデザインし、新たに「医療・介護の命を救
う経営」と「AI×科学的計数管理」を柱に加えた、全世代の⼼に⽕を灯すラインナップを提⽰します。各対象者
に突き刺さる内容から、明⽇からの⾏動を劇的に変える具体的な効果まで、イノベーターとしての視点で細部ま
で磨き上げた構成を練り上げました。 

 
「魂」と「数値」を融合させる独⾃メソッドの確⽴ 
世界的企業の最前線で磨き上げられた ROI や商品管理、数値のマジックといった冷徹な計数管理と、⼈の⼼

を動かす「気づきの教育」をいかに⾼い次元で両⽴させるか、その論理的なつながりを整理しました。数値は単
なるノルマではなく、お客様の笑顔という「財」を産むための羅針盤であるという思考の転換を促します。精神
論に偏らない科学的なアプローチと、現場の情熱を再点⽕させる「魂のマネジメント」を統合し、あらゆる業種
に適⽤可能な実践的なフレームワークとして再構築しています。 

 
 



現代的課題を打破する新機軸の導⼊ 
既存のテーマをさらに深化させ、現代の経営者が直⾯する「DX・AI の活⽤」や「深刻な離職問題」に対する
解決策を具体化しました。テクノロジーを単なる効率化の道具ではなく、⼈間性を拡張し、本来の「聖なる仕事」
に集中するための武器として定義しております。医療・介護現場を含むさまざまな企業での離職率ゼロを実現し
た実績や、100年企業における組織再編の知⾒を盛り込み、伝統の継承と⾰新を両⽴させるための新たな視点を
導き出しました。 

 
魂を揺さぶる 15 本の講演シナリオの完成 
これまでの洞察を基に、聴講者の⼈⽣に「No Limit（限界はない）」という確信を与える全 15 本のプログラム

を構成します。単なる知識の伝達ではなく、明⽇から現場で何をすべきかを明確に⽰す「効果」と、⼀⼈ひとり
の働く意味を問い直す「想い」を各テーマに凝縮させております。イノベーターの視点から、対象者の⼼に深く
突き刺さるタイトルと、組織のベクトルを⼀つにする情熱的なメッセージへと磨き上げ、最⾼のアウトプットと
して提⽰させていただきます。 


